
 9月 2日 (水)～4日(金)　9月議会本会議

8日 (火)～11日(金)　9月議会常任委員会

13日 (日) 元刈谷ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会・敬老会

17日 (木) 刈谷南中学校体育大会

23日 (水) 元刈谷地区戦没者物故功労者追悼会

24日 (木)～25日(金)　9月議会決算・予算委員会・本会議

26日 (土) 衣浦業学校運動会
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刈谷市議会議員 "運動会"への招待☆ 

店頭には 溢れんばかりの梨や林檎等

秋の実りが食欲をそそる嬉しい季節。

国内外に目を遣れば 安保法案改正

や原発再稼動への憂慮等問題は事欠

かず、世界同時株安に泣き隣国中国

の軍事パレードに不穏を感じながら

遠くシリア難民のドイツ北上に思いを

馳せる、嬉しいとは言い難い情報満載の

秋となりました。

先月末、82歳で生涯を閉じた脳神経科医

オリバー・サックス氏の言葉"知覚ある存在

思考する動物として 美しい惑星で行き続け

たこと、それ自体が途方もない恵みである"

混迷する現代の世相だからこそ、今一度

謙虚に また客観的な洞察力を持って、物事

の正否を 見極めることが必要でしょう。

さて 9月1日、某洋酒メーカーからウィス

キーの新ブランド "知多"が発売されました。

近隣市町の名が全国に轟くのは嬉しい限り。

我がまちでも、刈谷ブランドとも言える

住みやすさ・満足度を恒久的に誇れるよう、

今後とも 精進して参ります。

9月 1日 (火) 二百十日 五節句の最後を飾る九月九日、重陽の

(火) 防災の日 節句。九は陽の数で生を意味し、その九

8日 (火) 白露 が二つ重なる日は不老長寿を表す縁起の

9日 (水) 重陽の節句 良い日とされ、菊酒を酌み交わして祝い

21日 (月・祝)敬老の日 合ったと言います。

23日 (水・祝)秋分の日 徐々に日も短くなり、日頃の労をねぎ

27日 (日) 十五夜 らい合うのにも相応しい夕べです。

"経済なき道徳は戯言であり、道徳なき 
経済は犯罪である"蛍雪の功を地で行く様な
農政の思想家は緑の中 今も勉学に励みます。

さて、ここはどこでしょう？

8/1発行の＜№54＞の答えは､神田町の
刈谷市交通児童遊園に点在する蘇鉄でした。

充実した遊具が安価な上、刈谷駅にも近
いことから、多くのファンが来場します。

暑さを残した校庭、新学期に入ると 運動会や体育祭の準備が始まります。

また、地元の秋の一大イベントとして、家族総出の応援や親しい友人一家と

お弁当を囲む姿に、日頃多忙な毎日を送る人々が絆を深め合うのを感じます。

さて その運動会の歴史は 明治時代に遡り、東京は築地の 海軍兵学校で

イギリス人英語教師が生徒達を集め、競闘遊戯会を実施したのが始まりと

されています。その後、札幌農学校や東京大学でも開催されるようになり

ましたが、背景には子供や若者の発育を促し クラスの団結力を高めるでけで

なく、統率された強い軍隊を作るという 当時軍事国家の思惑がうかがえます。

2020年には再び東京でオリンピックが開催されますが、1896年に始ま

った近代オリンピックの前身である古代ギリシャの"オリンピア祭典競技"は

ギリシャを中心としたヘレニズム文化圏の宗教行事であったため、戦争を

中断してでも参加しなければならず、祭典には"聖なる休戦"をしたほどです。

次回 東京では平和を願い、世界中の人々が参加できることを祈ります。

"まじめに 

コツコツ､即 行動"  

頑張ります !! 



　

８月のフットワーク 

各種行事に参加しました。 

休日などにリフレッシュできる場所があると思う

市民一人ひとりの意識やモラルが高いと思う

刈谷市に住む外国人と日本人は、異なる文化や習慣を
互いに認め合いながら暮らしていると思う

市民の意見が市政に反映されていると思う

地域での交流や世代・分野などの垣根を越えた交流が
活発であると思う
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産業が活発だと思う

安心して水道が利用できると思う

安心して医療が受けられる環境が整っていると思う

快適で便利な住環境が整備されていると思う

子どもを産み育てやすいと思う
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刈谷市の全体の印象 

刈谷市のまちの現状 

刈谷市は２年毎に市民アンケートを実施し、市政に対し 
市民の皆さんがどのような意見・要望を持っているのか 
聞いています。 

 調査対象：２０歳以上の市民５,０００人  
 回答者：3,067票 回収率：61.3％ 

市政に対する市民の評価と期待（市民アンケートの続き） 

地域資源を活かした観光振興 1位 1位

効率的・効果的な行政経営 2位 2位

障害者にやさしい環境の整備 6位 3位

市民と行政の双方向の情報共有 3位 4位

商業の振興 12位 5位

H26年H24年
満足度が低いと思う５施策

調査年度

→

→

→

→

→

健康づくり活動や医療体制の充実 1位 1位

水道水の安定供給 2位 2位

子育てしやすい環境の整備 6位 3位

防犯・交通安全対策の推進 3位 4位

防災・災害対策の推進 4位 5位

重要度が高いと思う５施策
調査年度

→

H24年 H26年

→

→

→

→

『第３次 刈谷市地震対策アクションプラン』が示されました。 

（平成２７年度～平成３５年度までの計画） 

(　)内は取組み
項目数

施策体系

 １．命を守る
 ２．生活を守る
 ３．社会機能を守る
 ４．迅速な復旧・復興
 ５．防災力を高める

目標（理念）地震から市民の生命・財産を守る

アクション項目（８９）

対策ターゲット（２６）

減災目標

対策の柱（５）

概念図

8/2

8/29

住宅耐震化率 平成25年度末 86% ⇒ 平成32年度末 95%

家具固定率 平成25年度末 56% ⇒ 平成35年度末 65%
具体目標

満足度が低い施策は市民の期待

との乖離が大きいと考えなけれ

ばならない。今回のワースト上

位の施策については、特に現状

の問題の発見や分析、課題の把

握に努め、改善に向けた要望に

力を注ぎ、行政当局と力を合わ

せて参ります。

刈谷市のまちの現状は、子ども

を産み育てやすいまちであるも

のの、子育てしやすい環境整備

の重要度は上がっており、子育

て支援強化への必要性が求めら

れている。重要度の高い施策は

満足度との関連を鑑みながら満

足度向上に取組んで参ります。
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これからの市民の居住意向
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住みやすさの市民評価

無回答

住みにくい

どちらともいえない

住みやすい

住みやすさ・住み続けたいと考えている方が、

今回はやや減少したものの依然と評価高い。

但し、まちづくりへの満足度は厳しく快適で

賑わいあるまちづくりへの施策推進が課題。
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元刈谷 

史跡めぐり 
三河西協議会 

議員懇談会 

トヨタ車体労組 

代議員会市政報告 

建物全壊棟数 死者数

減災目標 約６割減少 約８割減少

想定値

建物全壊棟数 死者数

減災目標 約６割減少 約６割減少

想定値

過去地震最大モデルの想定

理論上最大モデルの想定

約700棟

約280棟

約60人

約2,560棟 約160人

約6,400棟 約400人

約12人

　地域交流が活発と思う割合が前回同様一番低い結果となった。外国人の方々との

交流や意識、モラルの低くさも関連している。地域交流は災害時でも非常に重要な

課題。例えば、地域元気応援交付金事業の拡大や自治会加入率の向上など、地域の

結束に繋がる取組みや、市も市民の参加意欲向上に発展する行事の工夫が必要。


